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市内に便衣隊が 600名程進入し銃声止まずJ、翌日 4月 21日は、「警備中便衣隊と組合った
らしく剣銃のあともある盲管銃倉による外傷患者2名が収容された (9)1と述べる。
1944年、フィリピンの第 12陸軍病院では、米軍の連続空襲を受け、「空爆がおさまると


































関する研究ノートJ ( 1)山、 「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノート(2 ) 
日露戦争を中心に じoiJ、 「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノート (3)第一次
世界大戦を中心に 山、 「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノート (4)第二次
世界大戦とその後 122'Jを書いている。 同じく従軍看護婦派遣と日本赤十字社を取り上げ

















































































































日本赤十字社社史稿は現在、 1999(平成 11年)10月発行の第 10巻まである。この中の











っているが、 176頁の表には、 934班、 935班は 1945年7月24日に編成され、1945年7月
15日解散と記載されている。また、解散していない救護班に関しては「継続中Jと記載さ
6 











































































































































いる。 3年後の 1941年には第一回生 61名が卒業し、196名が在学していた。
(7)前掲『仁愛~ (第4巻第3号3月号) 1942年3月39頁。
満洲国赤十字社本社奉天省支部書記の川村政雄が、 1942年の看護婦入試状況につい












([ 1) 同書『アシンの谷聞に~ 24頁。
( 12)第四里子戦軍衛生部は大量の病院を建設する必要があり、そのために満州に滞在して
いる日本人医師・看護婦 4000名を集め第四里子戦軍の医療従事者とする「五方面J対策






により留用した。『日本赤十字社社史稿~ (第6巻)によると、 1946年から 1955年ま
でに留用を解かれ帰国できた元日本赤十字社従軍看護婦は269名、しかしなお、 72名
が帰国していないとしている。
( 14 ) 日本赤十字社『日本赤十字社社史稿~ (第6巻)日本赤十字社 1972年9月229頁。
( 15) 日本赤十字社静岡県支部『百年のあゆみ』日本赤十字社静岡県支部 1991年3月
87頁。
( 1 6) 前掲『日本赤十字社社史稿~ (第6巻)229頁。
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(18)亀山美知子『近代日本看護 H史戦争と看護』ドメス出版 1987年9月。
(19)内藤寿子は「戦争と看護J(~軍国の女たち』中央社会 2005 年 1 月) 52-74頁。




(22) } 1口啓子「従軍看護婦i派遣への道程に関する研究ノート (3) 第一次世界大戦を中
心にJ(大阪健康福祉短期大学紀要2006年3月)69ー76頁。
(23) }I口啓子「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノー ト(3) 第二次世界大戦とそ
の後J(大阪健康福祉短期大学紀要2007年3月)93-102頁。




(27) 前掲『近代日本看護史 I 日 本赤十字社と看護~ 200頁。
(28)会田雄次編集『回想アーロ ン収容所』角川書庖 1979年6月27頁。
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記載されている。看護婦 194名、看護人 121名、総数 315名に召集状を発送したところ、
それぞれ 121名、 98名、総数219名が応召し、 96名が不応であった。病気による不応がそ
れぞれ21名、7名、総数28名であり、無断不応がそれぞれ6名、 1名、総数7名であり、
事故不応他管転居其他がそれぞれ30名、 10名、総数40名であり、宿所不明がそれぞれ16






















































































































































































10個班の派遣先はその後も変わり、 6個班はビルマに、 1個班はタイに、 2個班はサイ
ゴンに、 1個班はスマトラと変わっている。このように、陸海軍大臣から届けられる機密
書に記載された派遣先と、実際の派遣先が異なることは珍しいことで、はなかった。
台湾軍から南方軍へと派遣先が変わることもあった。 1942年1月 17日編成の朝鮮第 343
班は台湾軍指揮下にあり、台南陸軍病院公国分室に配属されていたが、 1943年5月に南方
軍の 「第 14軍ニ転属ヲ命セラ （中略）Jれた （32）。南方軍第 14方面軍はフィリピン守備軍




























（中略） 勤務する人員は軍医将校が約 150名、衛生兵 1600名、看護婦 500名Jcmで、あっ
た。1944年7月 31日の、 北支に開設された北京第一陸軍病院の患者数は 1113名、 7月の
！也、者平均数は 1301名で、勤務する人員は軍医将校が約 25名、准士宮下士官看護婦長が 38
21 
名、衛生兵 124名、看護婦97名、其の他 107名であった ｛問。 現在、 1000床の病院は珍し


























































し、 2年6カ月間とした。さらに、 1942年以降は就業年限を1年間短縮し、 2年間とした。


















茨城県支部の臨時救護看護婦養成数は、1941年 12月終了が 11名 1943年4月終了が 25
名、同年 10月終了が 24名、（他に中退2名）、 1944年3月終了が 26名、 同年7月終了が
































































































































( 2 ）日本赤十字社『日本赤十字社史稿』（上巻）日本赤十字社 1911年 12月4-5頁。
( 3）同書 lllO頁。
( 4）石黒忠恵『石黒忠恵懐旧九十年』株式会社大空社 1994年 11月222頁。
( 5 ）前掲『石黒忠恵懐旧九十年』 233頁。
( 6 ）前掲『石黒忠悪懐旧九十年』 232-233頁。
( 7) 日本赤十字社『＋看護婦養成史料稿』日本赤十字社 1927年3月4頁。「パクレンj
について、著物ハ白ト紺トノ排慶縞ノ単物ニ髪ハ「ジレッタJ結ヒニ黄揚ノ横櫛ト云
フ様ナ海ニ千年、山ニ千年、男ヲ男トモ思ハヌ輩テアノレ」と説明している。
( 8 ）同書 『石黒忠恵懐旧九十年』 268頁。











日本赤十字社『遣芳録救護看護員追補』 （その二） 日本赤十字社 1980年3月
上記3巻に記載された殉職した従軍看護婦 1120名の応召回数をもとに、算出した。
(15）小津真人、 NHK取材班『赤紙』株式会社創元者 1997年 27頁。
(16）元日赤従軍看護婦の会『日本赤十字従軍看護婦 戦場に捧げた青春』（第二巻）元日
赤従軍看護婦の会 1988年8月 96頁。
































茨城第 378班は 1943年3月召集され、 1946年 10月復員し、 12月に残務整理完了し





















































『日本赤十字社社史稿』（第5巻）の「派遣救護班調べJ( l ）に記載されている。 これをも
とに作成した「表 2-1日本赤十字社救護班の派遣先別救護班数と救護員数（1937. 8. 1～ 





大日本帝国内地の日本へは、総数 496個班 10718名が派遣された。1937年には 57個班
1204名、 1939年には 1個班 37名、 1940年には 24個班 522名、 1941年には ll個班 430
名、 1942年には 23個班 517名、 1943年には 59個班 1290名、 1944年には 163個班 3409
名、 1945年には 158個班 3309名で、 1938年のみ派遣はない。 1944年及び 1945年の派遣
数は、圏内外を問わず最多である。
外地の朝鮮へは、総数7個班 148名が派遣された。1943年の 1個班 22名、 1944年には
5個班 105名、 1945年には 1個班 21名で、台湾へは、総数 23個班 647名が派遣された。




中国へは 1937年から 1945年までに総数 222個班 5301名が派遣された。中国は北支、
中支、南支に分けられる。北支へは総数 103個班 2483名が派遣された。1937年には 19個
班456名、 1939年には 17班 405名、 1940年には 11個班 264名、 1941年には 10個班 316
名、 1943年には 18個班 432名、 1944年には8個班 177名、 1945年には 20個班 433名で、
1938年および 1942年の派遣はない。中支へは総数 114個班 2678名が派遣された。1937
年には 20個班 488名、 1939年には 17班 405名、 1940年も同じく 17個班 408名、 1941年
には 1個班 48名、1943年には 19個班 453名、 1944年には 30個班 657名、 1945年には 10
（！／！］斑 216名で、 1938年および 1942年の派遣はない。南支へは、総数5個班 140名が派遣
された。1940年に 2個班 44名、 1941年に 1個班 48名、 1942年に 2個班 48名で、 1937
伴、 1938年、 1939年、 1943年、1944年、 1945年の派遣はない。
30 
.. 




内地 外地 中国 tロ』 に対
シン 院
する満 タ ヒー フィ マレ サイ スマ イン 計
日 朝 AロJ、 北 中 南 ガポ 船~代 洲 イ ノレ リピ シア コン トラ ドネ 害1恰
本 鮮 湾 支 支 支 一ーノレ （九）て才 ン シア
レ，．
57 3 19 20 49 148 
!937年 15. 9 
1204 72 456 必8 1297 3517 
」，．
8 8 
1938年 0. 9 
200 200 
』，M
1 3 17 17 22 60 
!939年 6. 7 
37 72 405 408 570 1492 
ー 24 3 1 17 2 1 68 
ゆ40年 7. 1 
522 72 2臼 408 44 263 1573 
I ~ 1 3 24 10 1 1 3 53 8. 4 430 196 日9 316 48 48 236 1863 
23 7 2 1 7 4 3 3 6 2 4 62 
削2年 6. 5 
517 168 48 24 163 96 72 72 142 48 96 l叫6
59 1 3 20 18 19 1 6 6 1 2 3 1 3 1 144 
1943年 14. 7 
1290 22 68 431 432 453 23 138 144 23 46 回 23 69 21 3251 
163 5 2 1 8 30 1 220 
胤4年 21. 0 
3409 105 43 231 177 657 22 4644 
158 1 8 20 10 1 198 
胤5年 18. 8 
3309 21 172 433 216 21 4172 
496 7 23 64 103 14 5 2 
合計
13 10 4 8 10 3 7 92 961 
10718 148 臼7 1467 2483 2678 140 47 301 240 95 354 232 71 165 2372 22158 
派遣総、
教に対
48.4 0. 7 2. 9 6. 6 
する害1]
1. 2 12. l 0. 6 0. 2 1. 4 1.1 0.4 1. 6 1. 0 0.3 0. 8 10. 7 100. 0 
10. 0 
可。 526 64 222 57 92 961 
11513 1467 5301 1505 2372 22158 
““ 自 白川目 白 血ー崎一一一一一m m一戸ー 一ー一回一一 一一一一一一一同一
寄恰
伐）
52.0 6. 6 23. 9 6. 8 10. 7 10.。






満洲国へは、総数 64個班 1467名が派遣された。 1937年には3個班 72名、 1939年及び
1940年には3個班 72名、1941年には 24個班 589名、 1943年には 20個班 431名、1944
年には ll個班 231名で、 1938年および 1942年、 1945年の派遣はない。
く南方〉
南方のビルマ・サイゴン・タイ、フィリピン、インドシナ、シンガポール、ニューブリ
テン島はともに、 1942年と 1943年のみ派遣されている。タイには総数2個班 47名で、 1942
年には 1個班 24名、 1943年には 1個班 23名、ヒ、、ルマには総数 13個班 301名が派遣され、
1942年に 7個班 163名、 1943年に 6個班 138名が派遣された。フィ リピンには総数 10個
班 240名が派遣され、 1942年に4個班 96名、 1943年に6個班 144名となっている。マレ
ーシアには総数4個班で、 1942年に 3個班 72名、 1943年に1個班 23名、スマトラには総
数 3個班 71名が派遣され、 1942年には2個班 48名、 1943年には 1個班23名が派遣され
た。インドネシアには総数7個班 165名が派遣され、 1942年に4個班 96名が派遣され、
1943年に3個班 69名が派遣された。サイゴンには総数8個班 354名が派遣された。他の
南方の国々より 1年早い 1941年に3個班 236名、 1942年に3個班 72名、1943年には2個
班 46名が派遣された。シンガポールへは総数 10個班 232名が派遣され、 1942年は6個班
142名、 1943年には3個班 68名、 1944年には 1個班 22名が派遣された。
( 3 ）病院船
病院船には総数 92個班2372名が派遣された。1937年には 49個班 1297名、 1938年には
8個班 200名、 1939年には 22個班 570名、 1940年には 11個班 263名、 1941年及び 1942
年、 1944年の派遣はなく、 1943年、 1945年には 1個班 21名が派遣されている。病院船は
救護班数に比し、 救護班人員数が多い。
日中戦争開戦における第一次召集の救護班の配属先は病院船で、 1937年9月 7日から
1939年4月 16日までに 38航海し、 1万 9705名を収容し、似ノ島、宇品、門司、大阪、
東京に揚陸した （8）。






1942年は救護班 62個班が派遣され、 32個班が南方へ、 23個班が日本へ、 7個班が台湾
へ、 2個班が南支へ派遣された。1942年は北支での戦闘は続いていたにも関わらず、 北支
及び中支への派遣はない。 しかし国内では陸軍看護婦 30名が募集され、そのなかの 13名




































の山口県支部及び佐賀県支部混成第 336救護班は、短期間で転属を繰り返した。 1942年 2
月9日編成、 3月 13日に南方派遣第 25軍配属第 94兵枯病院配属、 9月 16日に第 93兵枯
病院（1942年 10月 15日より南方第8陸軍病院と改称）転属、 1943年4月 7日に南方第9






なっている。フィリピンへ派遣あるいは転属した救護班数は、 1942年には 7個班 264名、

















大阪府支部で 32個班 1114名、次いで福岡県支部の 25個班 995名、次いで佐賀県支部の





県支部の救護員準備定数は 224名、山口県支部は 160名、佐賀県支部及び奈良県支部は 96
名、満洲委員部 64名である。しかし、実際には本部および全支部とも救護員準備定数表の
2～4倍の看護婦を派遣している。
1935年までの救護看護婦養成数は、救護看護婦長 316名、救護看護婦 6726名、計 7042












1924年から 1929年までは前橋赤十字病院に委託し養成した数は6名、 9名、 7名、 11
名、4名、 7名の 44名である。 1930年から 1944年までは、県立宇都宮病院に委託して養
成した数は 7名、 10名、12名、 12名、 7名、 7名、 13名、 13名、 8名、 9名、 9名、 10
名、10名、 13名、 14名の 154名である。 1941年からは支部で乙種看護婦の養成を開始し、







派遣後 30日以内に発症した従軍看護婦は 10名、 60日以内の発症は 40名、 90日以内の発
症数は 39名、 120以内の発症は 30名と多く、また、一年以内の発症数は 399名と多く、
従軍看護婦の派遣数は、勤務するに有効な派遣数にはなり得ないと言える。また、同様に、



































1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 8年目以上
日数（注2) 人数（注3) 回数 人数 日数 人数 日数 人数 回数 人数 日数 人数 回数 人数 回数 人数 日数 人数
30 10 390 30 750 21 1110 5 1470 3 1830 2190 。2550 0 2794 
60 40 420 20 780 19 1140 6 1500 4 1860 2 2220 。2580 3267 
90 39 450 33 810 13 1170 3 1530 3 1890 2 2250 。2610 3347 
120 30 480 22 840 15 1200 0 1560 3 1920 2280 。2640 0 3349 
150 38 510 25 870 14 1230 7 1590 3 1950 0 2310 。2670 0 3603 
180 33 540 21 900 13 1260 0 1620 4 1980 2340 2 2700 ワ 196 
210 34 570 26 930 14 1290 6 1650 2010 2370 2 
240 35 600 19 960 19 1320 6 1680 3 2040 0 2400 2 
270 36 630 16 990 1 1350 1710 0 2070 2 2430 
300 43 660 15 1020 12 1380 3 1740 0 2100 0 2460 。
330 28 690 10 1050 3 1410 1770 0 2130 2490 。
360 33 720 20 1080 0 1440 2 1800 0 2160 0 2520 。
合計（名） 399 ＼＼ 257 ＼＼ 154 ＼＼、＼ 40 ＼＼ 24 『＼＼＼、、‘ 1 ＼＼ 7 ＇~. 3 ~＿ 201 1095 
総数に対


































































ピルマ派遣の広島第 489班に対して、夜 10時から ll時 5分まで兵舎で、教育主任から
「尊王嬢夷Jの題で精神教育があった （'.!5）。 1945年の3月 19日の朝からは、書記の植木






















一＼＼？ 日中戦争期間 太平洋戦争期間 引傷1妥護期間(j主2) 1958.11.16～ 1937.10.1～1941.12.7 1941.12.8～1945.8.15 1945.8.16～1958.1.15 1966.5.29 
大日 日本 64（看護婦生徒5名含む） 196（看護婦生徒6名含む 87 17（注5)
本予告 台湾 13 13 1(注5)
国 朝鮮 2 4 
満洲 5 55 . 113（留用中死亡の26名含む 2 
北支 17 62 50 1(注目




シンガポール 22 6 
インドシナ 5 
南方 フィリピン 61 46 




病院船 27 39 20 6（注5)
記載なし 2 5 3 
合計 132 534 423 25（注目 2 

















































た、「表2-<3-2 日本赤十字社従軍看護婦の1945年の月別殉職者数（1945.1. 1～1945. 8. 31) J 








し、 「傷疾J 「傷病Jとに大別している。 「傷演Jは 「戦傷Jと「非戦傷Jに分けられ、
「傷病Jは「伝染病及全身病Jと「神経系病J 「呼吸器病」 「循環器病J I栄養器病J 「泌
尿器及生殖器病j f花柳病j 「眼病j 「耳病」 「外被病J 「運動器病j 「其他j 「病名未
定Jに分けられている。 「伝染病及全身病」はさらに、 「コレラ」 「赤痢j f腸チフスJ
「パラチフスJ 「痘癒J 「発疹チフス」 「狸紅熱J 「ヂフテリヤJ 「流行性脳脊髄膜炎J
「錯乱」 「脚気J 「其他Jに分けられている。恐らく、 これらの疾患の擢患者が多かった
と考えられる。 『違芳録』 3巻に記載された従軍看護婦の死因は感染症が多いことから、
「表2・・4日本赤十字社従軍看護婦の派遣先別死因別殉職者数J （以後、 r :;}J.:2・AJと｜｜臨す）
として分類した。
従軍看護婦の死因を 「感染症」 「感染症以外J 「敵の攻撃j に大別した。 「感染症Jは
「結核症J、 「チフス」、 「パラチフスJ、 「赤痢J、 「マラリア」、 「コレラJ、 「デ
ング、熱J、 「回帰熱Jとし、 「感染症以外Jは疾患の他に「栄養失調」 「自殺Jに分類し




、、、、、～、、、～・年 1941 1945 
t還先 ‘～～、、町 1937 1938 1939 1940 1/1～1217 1942 
1943 1944 
12/8～12/31 ν1～8/15 
日本 9 11 26 19 3 24 26 30 113 
E肉 （学生5名含む） （学生1名含む （学生5名含む）
台湾 3 2 2 6 
朝鮮
満；州 2 3 5 1 17 21 
北支 3 2 8 3 2 4 14 17 25 
字国 中支 5 5 3 4 9 15 14 
面司F
モンコル
ビJレマ 2 14 
シンガポール 18 3 
インドシナ 3 
フィリビン 3 4 54 




病院船 2 7 6 6 6 14 6 10 8 
記載なし 2 
合計 4 21 26 48 34 7 56 79 125 265 






























1947 1948 1949 1950 1951 1952 1953 1954 1955 
1957 死亡年
合計1956 1965 1966 ～1964 月日不明
1 6 2 2 2 348 
2 2 27 
6 
14+3 6+9 8+5 3+2 .+2 +2 .+I 175 
9 4 129 











3 5 86 
1 
51 39 22 8 7 4 2 3 。。。 1 1095 




1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
8月
9月 10月 11月 12月
合計 者総数に対する
派遣先 内＼＼＼ 8.1～8.15 8.16～8.31 割合（%）
日本 5 11 8 8 39 40 5 13 6 8 3 148 37.2 
圏内 台湾 2 2 9 2.0 
朝鮮 3 0.8 
；高j州 2 2 2 2 4 7 3 3 30 7.6 
北支 4 3 6 3 3 5 7 2 3 39 9.8 
中国 中支 2 3 2 2 2 4 5 2 27 6.8 
南支 2 0.5 
モンコル 。 。
ビルマ 10 2 2 16 3.5 
シンガポール 3 4 1.3 
インドシナ 0.2 
南方 フィリピン
20 3 4 2 4 12 8 5 23 4 4 3 93 23.4 




病院船 2 2 2 8 2.0 
記載なし 2 3 0.8 
合計 25 12 16 23 38 21 61 69 22 52 25 21 14 400 
1945年の殉職者総数に
6.3 3.0 4.0 5.7 9.4 5.2 15.2 17.2 5.5 13.5 6.3 5.2 3.5 





、＼、 派遣先 大日本帝国 モン 中国 南方
、． 満州 コ・i. ビJレマ ごンがインド フィリニューブ トフ
死因 、＼、＼ 日本台湾朝鮮 ~t支中支南支 ポールシナ ピン リテン島ツヴ島
結4主症 212 15 4 108 2 101 69 2 5 3 2 9 4 2 
L 或 チフス 9 28 14 20 1 6 
パフチフス 6 3 2 
染 赤羽 3 5 3 2 2 






















脚気 3 2 
栄養失籾 2 18 
宅婁直ヨrn1 2 3 12 
歯痛
戦病死（7) 10 31 
自殺 2 
敵 空爆 39 2 2 3 11 20 3 
の 原子爆弾投下 47 1(;主8)
攻 戦闘 3 
撃 三言蝕・災害 4 5 
；曹聾唖
記載なし 2 3 2 2 
合計 348 27 6 175 2 129 112 4 24 28 6 108 21 3 










サイ 病院船 合計 に対する~イ なしコン 割合併＆）










2 6 0.5 
0.1 





















2 46 1.6 
2 2.8 
3 2 86 7.9 
48 4.3 
4 0.4 
9 20 1.8 
0.1 
12 I.I 
2 3 86 1 1095 
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き幼児が居たが、派遣命令を断わることはできなかったと言う。
( 16）アンディ・デュナン『ソルフェ リーノの思い出』日赤出版普及会 1988年 5月。




(20）福王知子、 1926年6月 15日生、 81才。東京都出身。 1944年看護婦免許取得、本部









































































































































































































































































古川マサ子・初木久子 ・元山サツエ ・尾熊宮子・沖田フジエ・藤川ヤスコ・ 高藤タマエ・
景山和子 ・上野アサ子 ・高橋忠子 ・西三四の13人の看護婦で、ある。外科担当看護婦は、荒
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